
が
ん
ざ
ん
だ
い
し

み
く
じ
し
ょ
し
ょ
う

『
元
三
大
師
鱒
鰯
諾
鐵
』
考

大
　
野

は
じ
め
に

　
現
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
の
中
で
漢
詩
と
接
す
る
機
会
は

甚
だ
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
世
代
が
若
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
顕
著

で
あ
る
。
教
科
書
で
習
っ
た
漢
詩
以
外
は
見
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
人
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
若
い
世
代
で
あ
っ
て
も
、
否
、
若
い
世
代
ほ
ど
接
す
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
く
じ

会
を
得
て
い
る
漢
詩
が
あ
る
。
御
籔
（
御
騒
）
に
記
さ
れ
て
い
る
垂
言
四

句
の
漠
詩
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
漢
詩
を
蛛
読
し
て
い
る
人
は
稀
で
あ
り
、

犬
半
の
人
は
、
御
鐵
に
示
さ
れ
て
い
る
吉
凶
や
運
勢
に
関
す
る
判
断
の
方

に
し
か
関
心
が
無
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
吉
凶
や
運
勢
も
、
こ

の
五
言
四
句
の
漢
詩
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
工
言
四
旬
の
漢
詩
は
、
日
本
の
寺
院
の
場
合
、
そ
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
…
〕

院
の
宗
派
を
間
わ
ず
、
実
は
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
こ
の

寺
院
で
抽
い
て
も
、
一
番
に
記
さ
れ
て
い
る
漠
詩
は
「
七
宝
浮
図
塔
　
高

峰
頂
上
安
　
衆
人
皆
仰
望
　
莫
作
等
閑
看
」
で
あ
り
、
二
番
の
御
鐵
に
記

さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
「
月
被
浮
雲
騒
　
立
事
白
昏
迷
　
幸
乞
陰
公
祐
　
何

慮
不
開
眉
」
な
の
で
あ
る
。
筆
者
の
場
含
、
か
つ
て
縁
あ
っ
て
、
浅
草
寺

の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
御
鐵
を
手
に
入
れ
る
機
会
を
得
た
の
だ
が
、
他

の
寺
院
で
抽
い
た
御
鐵
を
、
こ
の
浅
草
寺
の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
御
籔

と
照
含
さ
せ
て
み
る
と
、
漢
詩
に
関
し
て
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
完
全
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
と
、
や
や
不
正
確
に
な
る
が
、
若

干
の
字
旬
の
異
同
を
除
い
て
は
同
一
で
あ
り
、
そ
の
字
旬
の
異
同
も
伝
播

の
過
程
で
生
じ
た
と
思
し
き
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ざ
ん
だ
い
し

　
こ
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、
俗
に
平
安
時
代
の
元
三
大
師
（
慈

恵
大
師
一
良
源
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
『
全
国
神
社
仏
閣
プ
」

利
益
小
事
典
』
一
現
代
神
仏
研
究
会
編
、
燃
焼
社
、
一
九
九
三
年
刊
）
で

は
、
こ
の
五
言
四
旬
の
漠
詩
に
つ
い
て
、
「
お
鐵
は
天
台
宗
の
高
僧
、
元

三
慈
恵
大
師
が
漢
字
で
五
字
宛
四
行
、
す
な
わ
ち
二
十
字
に
書
い
て
つ
く

ら
れ
た
の
に
始
ま
り
、
こ
の
原
文
の
意
味
を
解
釈
す
る
と
、
願
い
ご
と
に

か
か
わ
ら
な
い
、
自
由
自
在
に
解
釈
が
で
き
る
円
融
無
碍
の
名
文
と
な
っ

て
い
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
7
」
の
垂
言
四
旬
の
漢
詩
は
、
実
は
平
安
時
代
に
元
三
犬
師
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
『
天
竺
霊
鐵
』

に
基
づ
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
酒
井
忠
夫
「
中
国
の

一11一



　
　
　
一
2
〕

鐵
と
薬
鐵
」
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
酒
井
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

『
天
竺
霊
鐵
』
に
基
づ
く
御
鐵
は
日
本
以
外
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と

の
ヂ
」
と
で
あ
る
。

　
と
も
か
く
、
御
鐵
に
記
さ
れ
て
い
る
漢
詩
は
、
元
三
大
師
の
作
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
五
言
四
旬
の
漢
詩
は
元
三
大
師
の
作
と

さ
れ
、
テ
」
の
漠
詩
が
記
さ
れ
た
御
鐵
は
元
三
犬
師
の
御
鐵
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
で
は
、
誰
が
御
鐵
を
元
三
大
師
と
結
び
つ
け
て
し
ま
っ
た
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
に
お
い
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
慈
眼
大
師
天
海
が
、
そ
れ
ま
で
に
も
広
く
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
元
三
大
師
信
仰
を
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
宣
揚
し
た

こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
天
海
自
身
は
、
夢
の
お
告
げ
で
元
三
大
師
か
ら
、
信
州
戸
隠

山
に
、
こ
の
五
言
四
旬
の
漢
詩
か
ら
成
る
御
籔
を
取
り
に
行
く
よ
う
伝
え

ら
れ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
で
、
天
海
自
身
が
こ
の
漢
詩
を
元
三
大
師
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
↓

作
だ
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
御
鐵
は
、
天
海
以
前
に
は
、
元
三
犬

師
と
は
関
連
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
観
音
鐵
な
ど
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
天
海
に
よ
っ
て
、
元
三
犬
師
の
お
告
げ
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
権
威
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
元
三
大
師
の
名
を
冠
し
た
観
音
簸
の
普
及
に
よ
っ

て
、
元
三
犬
師
信
仰
の
布
教
に
も
、
天
海
が
見
た
霊
夢
は
一
役
買
っ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
な
天
海
の
意
図
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
『
天
竺
霊
鐵
』
の
五
言
四
旬
の
漢
詩
に
基
づ
く
御
鐵
は
、

元
三
大
師
の
御
鐵
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
、
い
つ
し
か
元
三

大
師
の
作
っ
た
御
籔
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

元
三
大
師
御
簸
本
の
類
別

　
こ
れ
ま
で
、
御
鐵
と
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
互
言
四
旬
の
漢
詩
と
の
関

係
、
更
に
は
、
そ
の
漢
詩
と
元
三
大
師
お
よ
び
天
海
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
ザ
」
と
は
、
御
鐵
を
摘
い
て
い
る
犬
半
の

人
々
に
は
、
今
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
い
ま
一
つ
、
御
籔
に
つ
い
て
一
部
の
研
究
者
以
外
に
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
実
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
御
鐵
の
一
番
か

ら
百
番
ま
で
、
つ
ま
り
全
て
の
御
籔
を
一
冊
（
ま
た
は
上
下
二
冊
）
に
し

　
み
く
じ
ほ
ん

た
御
鐵
本
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
否
、
江
戸
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
明

治
以
降
に
な
っ
て
も
出
版
さ
れ
続
け
て
い
た
。

　
御
鐵
本
に
は
幾
種
類
か
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
元
三
大
師
御

籔
本
、
す
な
わ
ち
元
三
犬
師
の
御
籔
の
一
番
か
ら
百
番
ま
で
を
一
冊
な
い

し
二
冊
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
は
実
に
多
種

多
様
の
も
の
が
あ
り
、
現
存
す
る
も
の
も
甚
だ
多
い
。

　
御
鐵
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
御
鐵
の
認
知
度
に
比
し
て
も
、
そ
の
資

料
的
重
要
性
に
鑑
み
て
も
、
甚
だ
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
、
こ
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
多
い
。
と
は
言

え
、
先
に
掲
げ
た
酒
升
忠
夫
「
中
国
の
鐵
と
薬
鐵
」
、
宇
津
純
コ
兀
三
大

師
と
お
み
く
じ
」
以
外
の
研
究
で
、
元
三
大
師
御
鐵
本
に
つ
い
て
論
じ
て

い
る
も
の
は
、
以
下
に
掲
げ
る
先
行
研
究
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

①
野
田
千
平
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
参
考
文
献
編
十
こ
一
近
世

　
文
学
書
誌
研
究
会
編
、
勉
誠
社
、
一
九
七
七
年
刊
）
解
題

②
前
田
金
五
郎
『
好
色
一
代
男
全
注
釈
・
上
巻
』
一
角
川
書
店
、
一

一12一



　
九
八
○
年
刊
一

③
酒
升
忠
夫
「
申
国
・
日
本
の
鐵
－
特
に
叡
山
の
元
一
二
大
師
百
簸

　
に
つ
い
て
　
　
」
（
『
中
国
学
研
究
・
第
十
二
号
』
大
正
犬
学
中
国

　
学
研
究
会
、
一
九
九
三
年
刊
　
所
収
一

④
二
又
淳
「
元
三
大
師
の
御
鐵
本
と
戯
作
」
一
早
稲
田
大
学
国
文
学

　
会
・
口
頭
発
表
、
一
九
九
七
年
一

⑤
棚
橋
正
博
・
播
本
眞
一
・
佐
々
木
享
二
一
又
淳
「
早
稲
田
大
学
所

　
蔵
合
巻
集
覧
稿
一
二
十
二
一
」
（
『
蝸
剖
研
究
と
評
論
・
第
五
十
六

　
号
』
批
地
研
究
と
評
論
の
会
、
一
九
九
九
年
刊
　
所
収
）

⑥
中
村
公
一
『
一
番
大
吉
1
1
お
み
く
じ
の
フ
才
ー
ク
ロ
ア
』
一
大

　
修
館
書
店
〈
あ
じ
あ
ブ
ッ
ク
ス
〉
、
一
九
九
九
年
刊
）

　
以
上
の
研
究
に
よ
っ
て
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
は
多
種
多
様
の
も
の
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察
が
な
さ

れ
る
と
と
も
に
、
元
三
大
師
御
鐵
本
の
戯
作
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
論
及

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
先
ず
、
こ
れ
ら
元
三
大
師
御
鐵
本
に
つ
い
て
、
そ
の
注
解
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
亘

よ
る
類
別
を
行
な
っ
て
み
た
い
。
元
三
大
師
御
鐵
本
の
多
く
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
番
号
の
五
言
四
旬
の
漢
詩
に
基
づ
く
運
勢
に
つ
い
て
の
注
解
が
記

さ
れ
て
い
る
。
和
漢
の
多
く
の
古
典
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
元
三
犬
師

御
鐵
本
に
あ
っ
て
も
、
注
解
に
よ
っ
て
系
統
を
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
特
に
元
三
大
師
御
鐵
本
の
場
含
は
、
わ
ず
か
二
十
文
字
の
五

言
四
句
の
漠
詩
か
ら
、
運
勢
と
い
う
捕
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
を
導
き
出

す
と
い
う
飛
躍
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
注
解
の
役
割
は
極
め
て
犬

き
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
注
解
に
よ
る
類
別
は
、
元
三
大
師
御
鐵
本

に
つ
い
て
考
究
し
て
ゆ
く
た
め
の
不
可
欠
な
基
礎
作
業
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
注
解
に
よ
る
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
類
別
に
先
立
ち
、
ま
ず
元
三

犬
師
御
鐵
本
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
元
三
大
師
御
鐵
本
で
は
、
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
百
首
の
漢
詩
に
対

　
　
　
　
　
　
　
わ
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
和
解
お
よ
び
注
解
、
挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
和
解

と
は
、
漠
詩
に
対
す
る
和
文
の
語
釈
あ
る
い
は
漢
詩
の
和
訳
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
7
一

の
和
解
は
、
筆
者
が
現
在
確
認
し
て
い
る
限
り
で
は
、
『
観
音
簸
註
解
』

を
除
く
全
て
の
元
三
大
師
御
鐵
本
に
必
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
注

解
と
挿
絵
の
有
無
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
元
三
大
師
御
鐵
本
に
よ
っ

て
様
々
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
注
解
の
有
無
に
よ
っ
て
元
三
犬
師
御
鐵
本
を
犬
別
し
て
み
た

い
。
注
解
の
無
い
も
の
と
し
て
は
、
寛
文
二
（
ニ
ハ
六
二
）
年
賊
の
『
天

　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
）

竺
霊
感
観
音
鐵
頒
百
首
』
、
貞
享
元
一
ニ
ハ
八
四
一
年
刊
鳥
肥
百
鐵
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎜
）

享
保
十
九
一
一
七
三
四
一
年
刊
『
元
三
犬
師
百
鐵
和
解
』
が
あ
る
。
こ
れ

ら
元
三
大
師
御
鐵
本
の
い
ず
れ
に
も
注
解
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
天

竺
霊
感
観
音
籔
煩
百
首
』
が
漢
詩
と
和
解
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
鳥
肥
百
簸
』
に
は
、
漢
詩
と
和
解
に
加
え
て
挿
絵
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
元
三
大
師
百
鐵
和
解
』
も
漢
詩
と
和
解
の

み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
は
無
い
が
、
『
天
竺
霊
感
観
音
鐵

類
百
首
』
『
灯
肥
百
鐵
』
、
お
よ
び
他
の
多
く
の
注
解
を
有
す
る
元
三
大
師

御
鐵
本
と
は
、
形
式
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

他
の
元
三
大
師
御
鐵
本
の
和
解
が
簡
略
な
語
釈
程
度
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
『
元
三
犬
師
百
鐵
和
解
』
の
和
解
は
詳
し
く
、
時
折
、
注
解
に
類
す

る
判
断
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
仏
書
や
儒
書
か
ら
の
援
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用
も
多
い
。
『
元
三
犬
師
百
鐵
和
解
』
に
は
注
解
も
挿
絵
も
無
い
が
、
注

解
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
元
三
大
師
御
籔
本
と
は
全
く

系
統
を
異
に
す
る
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
漢
詩
部
分
に
つ
い
て
の
異
同
も

多
い
。
お
そ
ら
く
は
僧
侶
の
読
解
用
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
『
元
三
大
師
御
騒
諸
紗
』

の
位
置
づ
け

　
次
に
、
注
解
を
有
す
る
元
三
犬
師
御
簸
本
の
類
別
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注
解
の
構
成
に
関
し
て
若
干

の
説
明
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注
解
を

詳
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
注
解
は
大
き
く
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
る
。

　
ま
ず
初
め
に
、
元
三
大
師
御
籔
本
の
い
ず
れ
の
注
解
に
あ
っ
て
も
、
そ

の
番
号
の
御
鐵
に
つ
い
て
の
総
括
が
述
べ
ら
れ
、
総
合
判
断
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
の
部
分
を
本
稿
で
は
仮
に

「
総
括
部
分
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
し
て
次
に
、
事
象
別
の
吉
凶
判
断
と
で
も
言
お
う
か
、
失
せ
も
の
、

訴
訟
、
売
買
、
や
づ
く
り
等
々
の
具
体
的
な
事
象
に
即
し
た
判
断
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
部
分
が
続
く
。
甲
」
の
部
分
を
仮
に
「
事
象
別
判
断
部
分
」
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
更
に
、
職
菜
別
あ
る
い
は
社
会
的
役
割
分
担
別
の
吉
凶
判
断
、
つ
ま
り
、

武
士
に
は
武
士
に
つ
い
て
の
、
出
家
に
は
出
家
に
つ
い
て
の
、
商
人
に
は

商
人
に
つ
い
て
の
、
職
人
に
は
職
人
に
つ
い
て
の
、
百
姓
に
は
百
姓
に
つ

い
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
立
場
に
即
し
て
の
判
断
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
が
続
く
。
こ
の
部
分
を
仮
に
「
職
業
別
判
断
部
分
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
事
象
別
判
断
部
分
と
職
業
別
判
断
部
分
は
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
よ
っ

て
は
順
序
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
一
方
が
下
巻
と
し
て
別

冊
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
時
に
は
一
方
が
省
略
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
総
括
部
分
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
は

決
し
て
無
く
、
必
ず
注
解
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
注
解
の
総
括
部
分
に
注
目
し
て
み
る
と
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
発

展
過
程
で
二
度
の
大
き
な
変
移
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
注
解
の
総
括
部
分
の
変
移
に
即
し
て
、
注
解
を
有
す
る
元
三
大
師
御

簸
本
は
三
つ
の
系
統
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
度
目
の
変
移
以
前
の
注
解
を
持
つ
元
三
犬
師
御
籔
本
の
系
統
を
、
本

稿
で
は
便
宜
的
に
A
群
の
元
三
大
師
御
鐵
本
と
し
、
一
度
目
の
変
移
後
の

注
解
を
持
つ
元
三
大
師
御
籔
本
の
系
統
を
B
群
の
元
三
大
師
御
簸
本
と

し
、
二
度
目
の
変
移
後
の
注
解
を
持
つ
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
系
統
を
C
群

の
元
三
犬
師
御
籔
本
と
し
て
み
た
い
。

　
A
群
、
B
群
、
C
群
の
元
三
大
師
御
簸
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
成
立
が
最
も
早
い
も
の
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
A
群
に
つ
い
て
は
、
貞
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

四
一
ニ
ハ
八
七
一
年
刊
の
『
観
音
百
鐵
占
決
諺
解
』
、
B
群
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
2
一

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
刊
の
『
元
三
犬
師
御
關
諸
紗
』
、
C
群
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
一

て
は
、
嘉
永
六
一
一
八
五
三
一
年
刊
の
『
元
三
犬
師
御
關
絵
抄
』
で
あ
る
。

な
お
、
C
群
の
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注
解
は
、
『
紙
鰍
永
代
大
雑
書
萬
暦

大
成
』
に
含
刻
さ
れ
た
元
三
大
師
御
籔
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
注
解
で

あ
る
。

　
さ
て
、
7
」
れ
ま
で
元
三
大
師
御
簸
本
の
注
解
の
総
括
部
分
に
は
、
二
度
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の
犬
き
な
変
移
が
あ
り
、
そ
の
変
移
に
即
し
て
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
が
、

A
群
、
B
群
、
C
群
に
類
別
で
き
る
と
い
う
甲
」
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
そ
の
注
解
の
総
括
部
分
の
変
移
の
一
例
を
こ
こ
に
示
し
て
お
こ
う
。

　
例
え
ば
、
第
四
士
二
番
の
漢
詩
は
「
月
桂
将
相
満
　
遣
鹿
映
山
渓
　
貴

人
乗
遠
箭
　
好
事
的
相
斉
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
漢
詩
に
対
す

る
注
解
の
総
括
部
分
に
つ
い
て
、
A
群
、
B
群
、
C
群
の
元
三
犬
師
御
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
μ
）

本
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

A
群
『
観
音
百
籔
占
決
諺
解
』

　
こ
の
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
、
天
道
を
ま
つ
り
、
く
わ
ん
お
ん
し
ん

　
じ
て
よ
し

B
群
『
元
三
犬
師
御
圃
諸
紗
』

　
此
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
、
よ
ろ
こ
び
を
つ
か
さ
ど
る
吉
く
じ
な
れ

ど
も
、
身
を
高
ぶ
り
、
ま
ん
心
あ
れ
ば
、
思
ふ
事
皆
た
が
ひ
て
、

　
わ
ざ
は
ひ
お
こ
る
、
身
を
へ
り
く
だ
り
、
誠
の
あ
つ
き
時
は
、
貴

　
人
目
上
の
引
立
に
て
思
は
ざ
る
さ
ひ
は
ひ
来
る
、
へ
り
く
だ
る
と

　
は
、
こ
び
へ
つ
ら
ふ
事
に
は
あ
ら
ず
、
弁
べ
し
、
天
遣
を
ま
つ
り

　
て
吉

C
群
『
元
三
犬
師
御
圃
絵
紗
』

　
此
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
、
す
で
に
運
気
七
八
分
は
ひ
ら
き
た
り
、

　
さ
れ
ど
も
、
い
ま
だ
十
分
の
望
事
は
叶
が
た
し
、
す
で
に
出
世
の

　
た
ね
目
に
は
見
え
て
有
な
が
ら
、
い
ま
だ
手
に
は
と
ら
れ
ず
、
身

を
つ
つ
し
み
、
行
ひ
正
し
く
、
倹
約
を
守
ら
ば
、
主
人
か
上
役
な

　
ぞ
の
助
力
引
立
に
よ
つ
て
立
身
出
世
し
、
追
々
福
来
る
べ
し
、
さ

　
れ
ど
も
、
事
を
急
ぎ
、
た
ん
り
よ
粗
忽
の
ふ
る
ま
ひ
せ
ば
、
却
て

身
の
害
引
出
す
也
、
慎
む
べ
し

　
A
群
か
ら
B
群
、
そ
し
て
B
群
か
ら
C
群
へ
の
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注

解
の
変
移
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い
て
詳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
蘭
）が

、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
要
点
の
み
を
略
述
す
る
な
ら
ば
、
A
群
1
B
群

l
C
群
へ
の
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注
解
の
総
括
部
分
の
変
移
の
流
れ
に

は
、
三
つ
の
犬
き
な
特
徴
が
顕
著
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
こ
こ
に
掲
げ
た
第
四
十
三
番
に
お
い
て
も
一
見
し
て
分
か
る

よ
う
に
、
総
括
部
分
の
文
章
の
長
文
化
で
あ
る
。
A
群
の
総
括
部
分
が

「
こ
の
み
く
じ
に
あ
ふ
人
は
、
天
遺
を
ま
つ
り
、
く
わ
ん
お
ん
し
ん
じ
て

よ
し
」
と
い
う
短
い
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
B
群
の
総
括
部
分
は
そ
の

四
倍
以
上
の
長
さ
の
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
C
群
の
総
括
部
分
に

至
っ
て
は
、
B
群
の
総
括
部
分
よ
り
も
更
に
長
く
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
信
仰
の
希
薄
化
で
あ
る
。
A
群
の
元
三
大
師
御
鐵
本
の
一
番

か
ら
百
番
ま
で
の
注
解
の
総
括
部
分
に
は
、
様
々
な
信
仰
の
対
象
が
掲
げ

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
信
仰
し
、
祈
念
す
べ
き
ア
」
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

ア
」
れ
が
B
群
、
C
群
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
ゆ
く
。
例
と
し
て
掲
げ
た
第
四
十
三
番
に
即
し
て
言
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
）

ば
、
A
群
で
示
さ
れ
た
信
仰
の
対
象
が
「
天
道
」
と
「
く
わ
ん
お
ん
（
観

音
）
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
B
群
で
は
「
天
遣
」
の
み
と
な
り
、
C

群
に
至
っ
て
は
、
信
仰
の
対
象
が
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
と
言
う
よ
り

も
信
仰
自
体
が
説
か
れ
て
い
な
い
。

　
第
三
は
、
こ
の
信
仰
の
希
薄
化
と
は
対
照
的
に
、
A
群
I
B
群
1
c
群

と
注
解
が
変
移
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
教
訓
性
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

A
群
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
注
解
の
総
括
部
分
に
お
い
て
は
、
一
番
か
ら
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百
番
に
至
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
信
仰
の
み
が
説
か
れ
、
何
ら
の
教
訓
も
説

か
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
B
群
、
C
群
で
は
頻
繁
に
倫
理
性
の
強
い

処
世
訓
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
」
の
性
格
は
B
群
に
比
し
て

C
群
の
方
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
元
三
大
師
御
鐵
本
の
注
解
の
総
括
部
分
は
、
A
群
l
B
群
l

C
群
と
変
移
し
て
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
、
信
仰
を
説
く
と
い
う
性
格
か
ら

教
訓
を
説
く
と
い
う
性
格
に
移
り
変
っ
て
い
っ
て
い
る
。
換
言
す
る
な
ら

ば
、
宗
教
性
か
ら
倫
理
性
へ
と
移
行
し
て
い
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
他

力
に
よ
る
開
運
か
ら
自
力
に
よ
る
開
運
へ
と
移
行
し
て
い
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
」
の
よ
う
な
元
三
大
師
御
鐵
本
の
変
移
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
犬
き
な
転

換
点
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、
『
元
三
犬
師
御
騒
諸
紗
』
な
の
で
あ
る
。

三
、
『
元
三
大
師
御
麗
諸
紗
』

の
巻
頭
部
分

　
こ
れ
ま
で
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
が
、
そ
の
注
解
に
よ
っ
て
、
A
群
、
B

群
、
C
群
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
A
群
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
か
ら
B

群
の
元
三
大
師
御
鐵
本
へ
の
犬
き
な
転
換
点
に
、
『
元
三
大
師
御
圃
諸
紗
』

が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
『
元
三
大
師
御
鰯

諸
抄
』
が
、
元
三
大
師
御
鐵
本
の
発
展
過
程
の
中
で
栗
た
し
た
役
割
は
、

注
解
を
犬
き
く
書
き
改
め
新
た
な
る
解
釈
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま

ら
な
い
。

　
貞
享
四
一
ニ
ハ
八
七
一
年
の
『
観
音
百
鐵
占
決
諺
解
』
の
刊
行
以
降
、

同
書
の
注
解
を
継
承
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
A
群
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
が

陸
続
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
装
槙
、
挿
絵
、
形
態
等
に
関
し
て
は
、
様
々
に

改
訂
が
な
さ
れ
、
多
種
多
様
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
が
誕
生
し
て
は
い
る
も

の
の
、
注
解
に
関
し
て
は
、
文
化
六
一
一
八
〇
九
一
年
の
『
元
三
大
師
御

圃
諸
紗
』
の
刊
行
ま
で
の
長
き
の
間
、
犬
き
く
書
き
改
め
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
の
貞
享
四
年
か
ら
文
化
六
年
に
至
る
ま
で
の
間
、
元
三
大

師
御
籔
本
の
形
態
に
関
し
て
は
、
小
型
化
の
傾
向
が
進
み
、
袖
珍
本
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
こ
の
よ
う
な
元
三
大
師
御
鐵
本
の
小
型
化
の
流
れ
に
逆
行
す
る
か
の
よ

う
に
半
紙
本
と
し
て
作
ら
れ
た
の
が
『
元
三
大
師
御
圃
諸
抄
』
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
『
元
三
大
師
御
騒
諸
紗
』
の
本
文
に
先
立
つ
巻

頭
部
分
が
、
そ
れ
ま
で
の
元
三
大
師
御
籔
本
に
比
し
て
、
分
量
に
お
い
て

も
、
内
容
に
お
い
て
も
豊
富
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
三

犬
師
御
鐵
本
の
小
型
化
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
、
巻
頭
部
分
が
一
丁
に
纏

め
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
さ
え
出
て
く
る
中
に
あ
っ
て
、
『
元
三
犬
師
御
圃

諸
紗
』
の
巻
頭
部
分
は
八
丁
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
こ
の
『
元
三
大
師
御
圃
諸
紗
』
の
八
丁
に
及
ぶ
巻
頭
部
分
の
内
容
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
初
め
に
序
文
が
あ
り
、
次
に
〕
兀
三
大
師

真
像
」
と
し
て
良
源
の
姿
が
描
か
れ
、
続
い
て
「
角
犬
師
像
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
ふ
だ

元
三
犬
師
信
仰
の
お
符
と
し
て
現
在
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
角
犬
師
の
姿

が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
「
角
犬
師
」
の
横
に
は
、
元
三
犬
師
が
何
故
、

角
大
師
の
姿
で
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
由
来
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
角
犬
師
像
」
の
下
に
は
如
意
輪
観
音
の
呪
（
御
真
言
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
三
大
師
の
本
地
は
如
意
輪
観
音
で
あ
る
、

つ
ま
り
元
三
犬
師
は
如
意
輪
観
音
の
化
身
し
た
姿
で
あ
る
の
で
、
如
意
輪

観
音
の
呪
を
掲
げ
る
と
い
う
旨
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
「
元
三

大
師
略
伝
」
「
御
鐵
と
り
様
の
事
」
「
願
文
」
「
奉
送
文
」
「
御
鐵
判
断
心
得
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の
事
」
と
い
っ
た
文
が
続
く
。
そ
し
て
、
次
に
「
御
鐵
含
ざ
る
時
の
事
」

と
し
て
、
「
甲
乙
日
　
巳
午
申
酉
の
時
」
等
の
時
に
は
御
簸
を
摘
い
て
は

な
ら
な
い
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
、
「
御
鐵
箱
之
図
」
、
続
い
て

「
正
観
音
自
在
王
菩
薩
呪
」
「
千
手
千
眼
犬
菩
薩
呪
」
「
十
一
面
観
世
音
大

士
呪
」
と
し
て
、
正
観
音
、
千
手
観
音
、
十
一
面
観
音
の
呪
が
、
各
々
の

御
影
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
元
三
大
師
御
圃
諸
紗
』
の

巻
頭
部
分
に
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
種
々
の
元
三
大
師
御

鐵
本
か
ら
踏
襲
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
『
元
三
大
師
御
鰯
諸

紗
』
の
巻
頭
部
分
は
特
に
充
実
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
『
元
三
大
師
御
圃
諸
紗
』
で
は
、
何
の
た
め
に
巻
頭
部
分

に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
紙
幅
を
費
し
た
の
か
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

権
威
づ
け
で
あ
ろ
う
。
「
元
三
大
師
略
伝
し
な
ど
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。

し
か
し
、
権
威
づ
け
の
た
め
だ
け
な
ら
ば
不
必
要
な
も
の
も
『
元
三
大
師

御
圃
諸
紗
』
の
巻
頭
部
分
に
は
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実

は
『
元
三
大
師
御
騒
諸
抄
』
が
、
ど
の
よ
う
な
用
途
の
た
め
に
出
版
さ
れ

た
も
の
な
の
か
と
い
う
甲
」
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
関
帝
霊
籔
の
御
銭
本
と

『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』

　
こ
ヲ
」
で
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
元
三
大
師
御
鐵
本
以
外
の
御

鐵
本
に
目
を
転
じ
て
み
た
い
。
江
戸
時
代
に
は
元
三
大
師
御
鐵
本
の
他
に

関
帝
霊
簸
の
御
鐵
本
と
い
う
も
の
も
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
元
三
大
師
御
籔

本
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
元
三
大
師
御
鐵
本
に
次
い
で
売
れ
て
い
た

の
が
、
こ
の
関
帝
霊
鐵
の
御
鐵
本
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
関
帝
霊
鐵
も
元
三
犬
師
の
御
籔
と
同
じ
く
、
一
番
か
ら
百
番
ま
で
が
あ

る
御
鐵
で
あ
る
。
た
だ
し
、
元
三
犬
師
の
御
鐵
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
漠
詩

が
五
言
四
旬
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
関
帝
霊
鐵
の
漢
詩
は
七
言
四
旬
で
あ

る
。
現
在
で
も
関
帝
廟
な
ど
の
道
観
で
抽
か
れ
て
い
る
御
鐵
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
こ
の
関
帝
霊
鐵
を
曲
亭
馬
琴
が
特
に
好
ん
で
抽
い
て
い
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
U

う
こ
と
で
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関
帝
霊
鐵
の
一
番
か
ら
百

番
ま
で
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
関
帝
霊
籔
の
御
鐵
本
で
あ
る
。

　
実
は
、
チ
」
の
関
帝
霊
鐵
の
御
鐵
本
の
一
つ
で
あ
る
享
保
十
（
一
七
二
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禰
一

年
刊
の
『
関
帝
霊
鐵
御
關
大
全
』
の
巻
頭
部
分
に
は
、
図
1
と
し
て
示
し

た
「
十
箇
鐵
之
図
」
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

ぐ
お
も
ふ
　
　
　
　
た
び
　
　
　
　
　
　
ふ
ね
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た

愚
意
に
、
旅
次
或
は
舟
の
中
等
に
て
、
百
鐵
を
持
ず
ん
ば
、
竹
を
以

　
み
じ
か
　
せ
ん
　
　
　
ほ
ん
つ
く
　
こ
し
ら
　
　
づ
じ
ょ
う
　
か
う
お
つ
へ
い
て
い
ほ
き
か
う
し
ん
じ
ん
き

て
短
き
簸
を
十
本
作
り
搾
へ
、
頭
上
に
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
の

　
か
　
　
　
　
　
　
か
き
　
　
　
　
は
こ
　
　
を
き
め
　
　
ふ
り
い
だ

十
箇
の
字
を
書
て
、
厘
に
収
て
振
出
し
て
、
吉
凶
を
見
る
べ
し
、

ま
づ
ぬ
き
い
だ
　
　
　
　
こ
れ
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

先
抽
出
す
に
是
甲
の
鐵
に
て
、
次
に
又
摘
出
す
が
甲
の
簸
な
れ
ば
、

す
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

便
ち
第
一
鐵
と
す
、
如
し
先
抽
出
す
に
是
甲
簸
に
て
、
次
に
又
抽
出

　
　
お
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
へ
一
」
れ
「
－

す
が
乙
の
鐵
な
れ
ば
、
便
ち
第
二
鐵
と
す
、
余
は
倣
レ
此

す
儀
叡
乏
鰯

寅 珊

丁 む

図1　『関帝霊籔御騒大金』

　　　「十箇籔之図」
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こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
旅
先
や
舟
の
中
、
つ
ま
り
長
期
に
わ

た
る
外
出
時
に
お
け
る
関
帝
霊
籔
の
言
わ
ば
臨
時
の
抽
き
方
で
あ
る
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
、
つ
ま
り
家
に
い
る
場
合
、
あ
る
い

は
近
場
へ
の
外
出
程
度
の
場
合
は
、
関
帝
霊
鐵
を
摘
け
る
遺
具
（
引
用
文

中
の
表
現
で
は
「
百
籔
」
一
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
携
帯
し
て
い
な
い
よ
う
な
旅
先
な
ど
で
の
関
帝
霊
鐵
の
抽
き
方
を

説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
旅
先
で
も
、
図
1
の
「
十
箇
簸
之
図
」
の
よ

う
な
十
本
の
竹
で
、
百
本
の
御
鐵
竹
の
代
わ
り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
十
干
を
記
し
た
十
本
の
竹
を
二
回
抽
け
ば
、
百
通
り
の
組
合
わ
せ

が
で
き
る
。
そ
れ
を
関
帝
霊
鐵
の
一
番
か
ら
百
番
の
番
号
に
対
応
さ
せ
、

そ
の
十
干
の
組
含
せ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
番
号
に
つ
い
て
、
こ
の
『
関

帝
霊
簸
御
圃
大
全
』
に
記
さ
れ
た
、
そ
の
番
号
の
漢
詩
と
運
勢
を
読
め
ば

よ
い
と
い
う
テ
」
と
で
あ
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
『
関
帝
霊
鐵
御
騒
犬
全
』
と
百
本
の
御
簸
竹
の
入
っ

た
御
鐵
箱
が
あ
れ
ば
、
関
帝
霊
鐵
は
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
抽
け
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
関
帝
霊
鐵
の
御
簸
本
の
場
合
、
御
鐵
箱
と
組
に

な
っ
て
売
り
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
の
鶴

屋
喜
衛
門
の
目
録
に
は
、
関
帝
霊
鐵
の
御
鐵
本
の
一
つ
で
あ
る
『
即
考
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
）

籔
』
に
つ
い
て
「
鐵
箱
添
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
即
考
百
鐵
』

の
巻
頭
部
分
を
読
ん
で
み
る
と
、
『
即
考
百
鐵
』
の
場
合
は
、
添
え
ら
れ

て
い
た
御
簸
箱
に
は
百
本
の
御
鐵
竹
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

先
に
図
ユ
と
し
て
示
し
た
「
十
箇
鐵
之
図
」
の
よ
う
な
十
干
が
記
さ
れ
た

十
本
の
御
籔
竹
が
御
鐵
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で

き
る
。

　
ま
た
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
較
べ
れ
ば
、
そ
の
普
及
度
は
極
め
て
低
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
で
か
が
み

御
鐵
本
で
あ
る
が
、
安
倍
晴
明
に
仮
託
さ
れ
た
『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
と
い

　
　
　
一
肌
）

う
御
鐵
本
も
あ
っ
た
。
寛
延
二
一
一
七
四
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、

元
三
犬
師
御
鐵
本
と
同
様
、
大
雑
書
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
に
は
、
図
2
の
よ
う
な
図
と
と
も
に
、
「
う
ら
な
ひ

や
う
」
と
し
て
、
お
み
く
じ
の
抽
き
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ろ
に
よ
く
よ
く
し
ん
を
と
り
て
、
銭
二
文
手
に
も
ち
、
む
ね
ん

む
そ
う
に
此
丸
の
う
ち
へ
を
き
、
寛
の
字
の
あ
た
る
方
の
文
字
二
字

に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
せ
、
う
ら
の
ふ
、
銭
の
う
ら
出
る
な
ら
ば
、

何
べ
ん
も
お
き
な
を
す
べ
し
、
又
八
方
の
あ
い
へ
寛
の
字
む
か
ふ
な

ら
ば
、
ち
か
き
方
へ
さ
だ
む
べ
し

イ

イ

図2　『晴明秘伝袖鑑j

　　「うらなひやう」

　
つ
ま
り
、
図
2
と
し
て
示
し
た
二
つ
の
丸
そ
れ
ぞ
れ
に
、
無
念
無
想
で

寛
永
通
宝
を
置
き
、
寛
永
通
宝
の
「
寛
」
の
字
が
向
い
て
い
る
方
向
の
文

字
（
花
・
波
・
岩
・
沢
・
虫
・
風
・
山
・
鳥
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、

御
鐵
が
抽
け
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
図
2
の
上
の
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丸
に
置
い
た
寛
永
通
宝
の
「
寛
」
の
字
が
「
岩
」
の
方
を
向
き
、
下
の
丸

に
置
い
た
寛
永
通
宝
の
「
寛
」
の
字
が
「
山
」
の
方
に
向
い
て
い
た
な
ら

ば
、
「
岩
山
」
の
運
勢
を
見
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
「
岩
山
」
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
の
「
岩
山
」
の
と
こ
ろ
を
見
て
み

る
と
、
「
大
吉
」
で
あ
り
、
「
あ
さ
日
の
た
ち
の
ぼ
る
が
ご
と
し
」
と
い
う

言
葉
と
と
も
に
、
挿
絵
と
し
て
日
の
出
を
拝
む
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
更
に
、
待
ち
人
、
失
せ
も
の
等
々
の
二
十
四
項
目
に
つ
い
て

の
事
象
別
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
今
述
べ
た
例
の
よ
う
に
、
上
の
丸
が
「
岩
」
、
下
の
丸
が
「
山
」

で
「
岩
山
」
と
な
る
場
合
と
、
上
の
丸
が
「
山
」
、
下
の
丸
が
「
岩
」
で

「
山
岩
」
と
な
る
場
含
と
で
は
別
で
あ
り
、
「
岩
山
」
の
場
合
が
犬
吉
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
「
山
岩
」
の
場
含
は
凶
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
組
み
合
せ
は
全
部
で
六
十
四
通
り
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
六
十
四

通
り
の
運
勢
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
易
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
に
お
け
る
一
連
の
吉
凶
判
断
は
、
全
て

『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
と
い
う
書
物
の
中
で
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
実

際
、
架
蔵
の
安
政
六
一
一
七
七
七
一
年
序
の
大
雑
書
に
含
刻
さ
れ
た
『
晴

明
秘
伝
袖
鑑
』
も
含
め
、
現
存
す
る
『
晴
明
秘
伝
袖
鑑
』
の
「
う
ら
な
ひ

や
う
」
の
傍
に
あ
る
「
花
・
波
・
岩
・
沢
・
虫
・
風
・
山
一
鳥
」
が
示
さ

れ
た
二
つ
の
丸
の
部
分
は
、
ど
れ
も
磨
り
減
り
、
破
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

何
度
も
寛
永
通
宝
が
置
か
れ
て
い
た
痕
跡
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
『
元
三
大
師
御
騒
諸
紗
』

で
は
、
元
三
犬
師
御
籔
本
に
は
、

の
仕
組
み

関
帝
霊
鐵
の
御
鐵
本
や
『
晴
明
秘
伝

袖
鑑
』
の
よ
う
な
仕
組
み
、
つ
ま
り
、
御
簸
を
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
抽

け
る
と
い
う
仕
組
み
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
三
大
師
の
御
鐵

は
、
現
在
の
よ
う
に
専
ら
寺
社
で
の
み
抽
か
れ
る
御
鐵
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　
第
三
節
に
お
い
て
、
『
元
三
犬
師
御
騒
諸
紗
』
の
巻
頭
部
分
に
は
「
元

三
大
師
真
像
」
「
角
大
師
像
」
「
如
意
輪
観
音
呪
」
「
元
三
大
師
略
伝
」
「
御

鐵
と
り
様
の
事
」
「
願
文
」
「
奉
送
文
」
「
御
簸
判
断
心
得
の
事
」
「
御
鐵
含

ざ
る
時
の
事
」
「
御
鐵
箱
之
図
」
、
「
正
観
音
自
在
菩
薩
呪
」
「
千
手
千
眼
犬

菩
薩
呪
」
「
十
一
面
観
世
音
大
士
呪
」
と
三
観
音
そ
れ
ぞ
れ
の
御
影
等
々

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
中
の
「
御
籔
と

り
様
の
事
」
は
、
次
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。

み
く
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
づ
　
　
　
　
き
よ
　
　
　
　
て
　
　
あ
ら
ひ
　
　
く
ち
す
す
　
　
　
　
か
う

御
鐵
を
と
ら
ん
と
思
は
ば
、
先
身
を
清
め
、
手
を
洗
、
口
漱
ぎ
、
香

　
　
　
　
し
し
ん
　
　
く
わ
ん
ぜ
を
ん
　
　
ね
ん
　
　
　
　
ほ
つ
け
　
ふ
も
ん
ぽ
ん
　
　
ぐ
わ
ん
　
ど
く
じ
ゅ

を
た
き
、
至
心
に
観
世
音
を
念
じ
、
法
華
普
門
晶
三
巻
を
読
謂
し
、

つ
ぎ
　
　
L
や
う
く
わ
ん
お
ん
　
　
　
　
　
め
ん
　
　
せ
ん
じ
ゅ
　
　
に
ょ
い
り
ん
と
う
　
　
じ
ゆ
　
　
お
の
お
の

次
に
正
観
音
、
十
一
面
、
千
手
、
如
意
輪
等
の
呪
、
各
三
百
三
士
二

べ
ん
　
　
ら
い
は
い
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
　
し
か
う
　
　
　
　
み
く
じ
　
　
は
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ら
や
う
た
い

返
、
礼
拝
三
十
三
度
し
、
然
し
て
御
鐵
の
箱
を
と
り
、
三
度
項
戴
し

　
　
つ
ぎ
　
　
L
る
　
ぐ
わ
ん
も
ん
　
　
よ
み
　
　
そ
の
こ
と
　
　
ね
ん
　
　
　
　
は
こ

て
、
次
に
記
す
願
文
を
読
、
其
事
を
念
じ
て
箱
を
ふ
り
出
す
べ
し
、

も
二
も
　
み
　
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ
し
　
た
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
が
ひ

尤
、
身
と
意
を
一
つ
に
し
て
、
少
も
他
念
を
ま
じ
へ
ず
、
疑
を
お
こ

　
　
　
　
も
の
　
　
　
　
　
い
葦
茅
　
　
　
　
う
た
が
ひ
　
こ
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
み
く
じ
　
　
　
　
　
　
　
ふ
か

す
ま
じ
き
者
な
り
、
柳
に
て
も
疑
の
意
あ
れ
ば
、
御
鐵
あ
は
ず
、
深

く
つ
つ
し
む
べ
し

　
ツ
」
こ
に
は
、
御
鐵
箱
か
ら
御
簸
竹
を
振
り
出
す
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
多
く
の
手
続
き
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三

百
三
十
三
返
の
呪
に
関
し
て
は
、
時
に
は
略
呪
の
よ
う
な
こ
と
も
行
な
わ

れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
通
し
て
、
御
簸
を
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摘
く
に
際
し
て
の
宗
教
的
な
境
地
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
法
華
普
門
晶
一
観
音
経
一
以

外
、
全
て
『
元
三
大
師
御
騒
諸
紗
』
の
八
丁
に
及
ぶ
巻
頭
部
分
に
用
意
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
唱
え
る
べ
き
正
観
音
、
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
、

如
意
輪
観
音
の
呪
は
、
い
ず
れ
も
巻
頭
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
。
礼
拝
す

べ
き
正
観
音
、
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
の
御
影
も
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て

い
る
。
如
意
輪
観
音
に
つ
い
て
も
、
そ
の
呪
と
と
も
に
、
如
意
輪
観
音
の

化
身
で
あ
る
角
犬
師
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
更
に
、
正
観
音
、
十
一
面
観
音
、
千
手
観
音
、
如
意
輪
観
音
に
対
す
る

噌
呪
と
礼
拝
に
続
い
て
読
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
願
文
」
に
つ
い
て
も

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
願
文
」
の
末
に
は
、
御
鐵
竹
を
御
鐵
箱
に
納

め
た
後
に
、
観
音
を
本
座
へ
送
り
届
け
る
た
め
に
「
奉
送
の
文
」
を
読
む

よ
う
に
と
の
指
示
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
奉
送
の
文
」
も
「
願
文
」

の
後
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
御
鐵
竹
を
振
り
出
し
、
そ
し
て
納
め

る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
こ
と
ご
と
く
『
元
三

大
師
御
圃
諸
紗
』
の
巻
頭
部
分
に
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
御
鐵

と
り
様
の
事
」
に
示
さ
れ
て
い
る
甚
だ
煩
墳
に
も
見
え
る
一
連
の
手
続
き

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
必
要
な
も
の
は
、
『
元
三
大
師
御
關
諸
紗
』
と
観

音
経
の
み
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
御
鐵
を
抽
く
た
め
に
必
要
な
肝
心
の
御
籔
箱
と
御
鐵
竹
は
ど

う
す
る
の
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
『
元
一
二
大
師
御
關
諸
紗
』
の

読
者
自
ら
が
造
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
図
3
と
し
て
示
し
た
「
御
鐵

箱
之
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
元
三
犬
師
御
騒
諸
紗
』
の
巻
頭
部

分
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

枠
翻
．
、

之
馴

見
ゑ
大
牌
■
乏
差
べ
’
、

己
今
r
参

御
鈍
竹

9

離
推
者
一
薯
薩

・
、
岐
〆
∴

　
　
甚
サ
六
寸
六
合
　
言
三
分
ξ

禺
1
、
，
i
．
…
．
」
密
で
、
く
率
賛

　
　
　
　
蓉
す
五
凌
　
　
　
　
伊
看
立
㍗
ま
暫
し

図3　『元三大師御麗講紗』

　　　「御籔箱之図」

　
『
元
三
犬
師
御
圃
諸
紗
』
の
読
者
は
、
白
家
製
の
御
鐵
箱
に
よ
っ
て
御

簸
を
抽
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
御
鐵
箱
之

図
」
の
通
り
に
百
本
の
御
鐵
竹
と
御
鐵
箱
を
一
式
造
っ
て
お
き
さ
え
す
れ

ば
、
寺
社
ま
で
行
か
ず
と
も
、
自
分
の
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
鐵
が
抽

け
る
よ
う
に
な
る
。
自
家
製
の
御
鐵
箱
か
ら
自
家
製
の
御
鐵
竹
を
振
り
出

し
、
そ
の
番
号
に
あ
わ
せ
て
家
蔵
の
『
元
三
犬
師
御
圃
諸
紗
』
の
当
該
の

番
号
の
部
分
を
見
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
に
自
分
が
抽
い
た
番
号
の
漢
詩
が
記

さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
く
吉
凶
、
漢
詩
の
和
解
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

運
勢
に
つ
い
て
の
注
解
、
更
に
は
挿
絵
ま
で
も
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
も
の
ご
と
の
判
断
に
迷
っ
た
時
、
御
鐵
に
そ

の
判
断
を
委
ね
る
こ
と
が
、
現
代
と
は
較
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
合
理
主
義
者
と
さ
れ
る
新
井
自
石
で
さ
え
も
、
む

す
め
の
縁
談
に
際
し
て
、
そ
の
判
断
を
御
鐵
に
託
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ

｛
些る

。
現
代
に
較
べ
れ
ば
、
情
報
手
段
も
限
ら
れ
、
科
学
的
思
考
も
普
及
し

て
い
な
い
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
判
断
に
迷
っ
た
時
、
そ
の
判
断
材
料
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と
し
て
の
御
籔
の
役
割
は
、
現
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
犬
き
な
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
そ
の
都
度
、
御
鐵
を
抽
き
に
寺
杜
ま
で

詣
で
て
い
れ
ば
、
当
然
そ
れ
だ
け
の
費
用
も
労
カ
も
か
か
る
。
こ
れ
が
、

『
元
三
大
師
御
騒
諸
紗
』
を
買
い
、
「
御
鐵
箱
之
図
」
に
し
た
が
っ
て
自

家
製
の
御
鐵
箱
を
一
式
造
っ
て
お
き
さ
え
す
れ
ば
、
日
々
の
生
活
の
中
で

判
断
に
迷
っ
た
時
、
い
つ
で
も
、
そ
し
て
一
銭
も
か
け
ず
に
御
鐵
を
抽
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
チ
」
れ
は
た
い
へ
ん
便
利
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。　

人
生
を
決
す
る
よ
う
な
重
犬
事
の
判
断
に
際
し
て
は
、
や
は
り
寺
社
に

詣
で
て
正
式
に
御
籔
を
抽
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
日
常
的
な
事
柄
の

判
断
に
際
し
て
は
、
自
家
製
の
御
籔
箱
と
家
蔵
の
『
元
三
犬
師
御
騒
諸
紗
』

に
よ
っ
て
、
御
鐵
を
抽
く
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　
で
は
、
『
元
三
大
師
御
鰯
諸
紗
』
以
前
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
に
お
い
て

は
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
鐵
を
摘
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
『
元
三
犬
師
御
圃
諸
紗
』
に
至
る
ま
で
の
元
三

大
師
御
鐵
本
が
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
と
犬
き

く
関
わ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
段
階
で
確
認
で
き
る
資
料
の
み

か
ら
で
は
、
あ
く
ま
で
も
臆
断
の
域
を
出
な
い
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
本

稿
の
最
後
に
、
そ
の
概
要
と
見
通
し
の
み
を
略
述
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
鐵
紙
一
書
き
つ
け
一
、
つ
ま
り
漢
詩
、
吉
凶
、
運
勢
な
ど
が
記

さ
れ
た
一
枚
摺
り
の
紙
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
現
在
の
よ
う
に
、
御
鐵
を
抽

い
た
各
々
の
人
に
配
ら
れ
る
と
い
う
形
式
は
、
御
鐵
が
摘
か
れ
始
め
た
当

初
か
ら
あ
っ
た
形
式
と
は
考
え
難
い
。
紙
が
貴
重
で
高
価
で
あ
っ
た
時
代

に
、
現
在
の
よ
う
に
、
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
百
種
の
鐵
紙
を
、
各
々
何

十
枚
も
用
意
し
て
お
き
、
配
り
与
え
る
こ
と
な
ど
出
来
た
は
ず
が
な
い
。

　
で
は
、
鐵
紙
が
配
ら
れ
る
形
式
に
至
る
以
前
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
御

鐵
が
抽
か
れ
て
い
た
か
で
あ
る
。
御
鐵
が
易
の
簸
法
を
模
倣
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
易
の
場
合
、
現
在
で
も
簸
竹
を
扱
う
の
は
易
者

の
側
で
あ
る
。
御
鐵
に
お
い
て
も
、
古
く
は
御
簸
箱
か
ら
御
籔
竹
を
振
り

出
し
て
い
た
の
は
僧
侶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
」
と
は
、
比
叡

山
の
元
三
犬
師
堂
の
抽
鐵
法
か
ら
も
窺
い
知
る
甲
」
と
が
で
き
る
。

　
御
籔
に
限
ら
ず
、
占
い
と
い
う
も
の
の
多
く
は
、
時
代
が
遡
れ
ば
遡
る

ほ
ど
、
宗
教
的
に
特
殊
な
能
力
を
持
っ
た
者
の
関
与
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
御
鐵
の
場
合
、
こ
の
宗
教
的
に
特
殊
な
能
力
を
持
っ
た
者
、
寺
院
で

あ
れ
ば
則
ち
僧
侶
で
あ
る
が
、
こ
の
僧
侶
の
介
在
が
省
略
さ
れ
、
俗
人
ひ

と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
白
身
で
御
鐵
竹
を
振
り
出
す
甲
」
と
に
よ
っ
て
、
自

分
自
身
の
運
勢
を
知
る
チ
」
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
言
わ
ば
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
江
戸
時
代
に
お

け
る
識
字
率
の
上
昇
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
識
字
層
が
拡

犬
す
れ
ば
、
宗
教
的
に
特
殊
な
能
力
を
持
つ
者
の
介
在
が
無
く
と
も
、
文

字
を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
が
白
ら
の
運
勢
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
犬
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
御
籔
本
で
あ
る
。
で
は
、
『
元
三

大
師
御
鰯
諸
紗
』
に
至
る
以
前
の
元
三
犬
師
御
鐵
本
は
、
ど
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
『
観
音
鐵
註
解
』
と
『
元
三
大

師
百
鐵
和
解
』
を
除
く
元
三
大
師
御
鐵
本
に
も
、
注
解
、
挿
絵
等
の
有
無
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に
か
か
わ
ら
ず
、
御
鐵
箱
の
図
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
確
認

で
き
る
元
三
大
師
御
籔
本
の
中
で
成
立
が
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
寛
文

二
年
賊
の
『
天
竺
霊
感
観
音
籔
煩
百
首
』
に
も
、
御
籔
箱
の
図
は
描
か
れ

て
い
る
。
で
は
、
『
天
竺
霊
感
観
音
鐵
頒
百
首
』
が
著
わ
さ
れ
た
時
点
か

ら
、
御
鐵
箱
の
図
は
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
籔
が
抽
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
御
籔
の
描
き
方
の
最
も
古
い
形
式
は
、
僧
侶
が
御
鐵
竹
を
振
り
出
し
て
、

こ
の
振
り
出
さ
れ
た
御
鐵
竹
に
基
づ
い
て
運
勢
を
解
説
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
第
五
節
に
お
い
て
述
べ
た

『
元
三
大
師
御
鰯
諸
紗
』
の
巻
頭
部
分
に
示
さ
れ
て
い
る
一
連
の
宗
教
的

儀
礼
も
元
来
は
僧
侶
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
古
く
は
、
振
り
出
さ
れ
た
御
鐵
竹
に
は
、
現
在
の
よ
う
に
数
字
の

み
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
五
言
四
句
の
漢
詩
白
体
も
書
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
＾
郷
〕

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
御
鐵
の
工
言
四
旬
の
漢
詩
は
、
古
く
は
御
鐵
竹
に
記
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
御
鐵
竹
に
は
番
号
と
吉
凶
の
み
が
記

さ
れ
、
こ
の
番
号
を
元
三
大
師
御
鐵
本
に
記
さ
れ
た
互
言
四
旬
の
漢
詩
に

照
合
さ
せ
る
と
い
う
形
式
に
発
展
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
御
鐵
箱
の
図
は
、
『
天
竺
霊
感
観
音
鐵
頒
百
首
』
以
来
、
犬
半
の
元
三

大
師
御
鐵
本
に
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
御
鐵
箱
の
図
が
描
か
れ
た
当
初

は
、
お
そ
ら
く
は
寺
社
向
け
に
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
本
来
は
寺
社
用
に
出
版
さ
れ
て
い
た
元
三
犬
師
御
籔
本
が
、
そ
の
後
、

袖
珍
本
と
し
て
数
多
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
袖
珍
本
の
多

く
は
、
あ
る
い
は
参
詣
の
土
産
用
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
元
三
犬
師
御
籔
本
は
人
々
の
中
に
次
第
に
浸
透
し
て
ゆ
き
、

参
詣
の
土
産
と
し
て
の
域
を
出
て
広
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い

に
は
人
々
の
日
常
生
活
と
深
く
結
び
つ
き
、
大
雑
書
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
移
行
の
過
程
は
、
元
三
犬

師
御
簸
本
の
版
元
の
移
り
変
わ
り
を
追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
（
池
之

端
の
版
元
に
つ
い
て
は
寛
永
寺
と
の
関
係
が
密
接
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
）
、
あ
る
程
度
は
明
ら
か
に
な
る
か
と
思
う
が
、
未
だ
推
論
の
域
を
出

な
い
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
日
常
生
活
へ
の
浸
透
の
過
程

に
お
い
て
、
『
元
三
犬
師
御
籔
諸
紗
』
に
至
る
ま
で
は
、
家
に
居
な
が
ら

に
し
て
御
籔
を
抽
く
と
い
う
発
想
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
三
犬

師
御
簸
本
に
お
い
て
御
鐵
箱
の
図
が
描
か
れ
た
当
初
の
目
的
は
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
読
者
が
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
籔
が
抽
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
元
三
大
師
御
鐵
本
に
御

籔
箱
の
図
が
描
か
れ
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
で
御
簸
箱
を
造

り
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
鐵
を
抽
く
と
い
う
読
者
も
現
わ
れ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
袖
珍
本
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
時
点
か
ら
で
あ
る

か
否
か
は
俄
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
を
刊
行

す
る
側
も
、
こ
の
需
に
応
ず
る
形
で
、
御
鐵
箱
の
図
は
必
ず
描
く
こ
と
に

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
元
三
犬
師
御
籔
本
の
発
展
過
程
の
中
で
、
家
蔵
の
元
三
大
師

御
鐵
本
と
白
家
製
の
御
鐵
箱
に
よ
っ
て
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
御
鐵
を
抽

く
と
い
う
方
式
が
生
ま
れ
、
こ
れ
を
追
認
す
る
形
で
、
元
三
犬
師
御
簸
本

に
お
い
て
、
こ
の
方
式
で
御
鐵
を
抽
く
た
め
の
仕
組
み
を
最
も
完
全
な
形
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で
整
備
し
た
も
の
が
、
『
元
三
大
師
御
圃
諸
抄
』
と
い
う
元
三
大
師
御
鐵

本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
鐵
本
の
図
の
傍
に
「
箱
の
書
付
或
は
元
三

犬
師
と
も
書
べ
し
」
と
い
う
一
文
が
書
き
添
え
ら
れ
た
の
も
、
『
元
三
犬

師
御
關
諸
抄
』
に
至
っ
て
初
め
て
為
さ
れ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

一
文
は
、
『
元
三
犬
師
御
關
諸
紗
』
の
読
者
白
身
が
御
鐵
箱
を
造
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
後
、
元
三
犬
師
御
鐵
本
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
家
庭
用
の
生

活
百
科
と
も
言
う
べ
き
大
雑
書
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
大
雑
書
は
一
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
別
）

に
一
冊
は
備
え
ら
れ
て
い
た
と
思
し
き
書
物
で
あ
る
が
、
勿
論
、
大
雑
書

に
も
御
簸
箱
の
図
は
描
か
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
更
に
は
、
元
三
大
師
御
鐵
本
に
あ
っ
て
も
、
御
籔
箱
付
き
の
も

の
が
売
り
出
さ
れ
、
外
出
先
で
も
使
え
る
よ
う
な
携
帯
用
の
御
銭
箱
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
売
〕
　
・

の
元
三
大
師
御
鐵
本
ま
で
も
が
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
は
専
ら
寺
社
へ
の
参
詣
の
折
に
の
み
に
抽
か
れ
る
も
の
と
な
っ
た

元
三
大
師
の
御
鐵
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
、
人
々
の
日
常
生

活
に
極
め
て
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
・
つ

　
そ
し
て
実
は
、
プ
」
の
よ
う
な
元
三
犬
師
御
鐵
の
言
わ
ば
有
り
様
は
、
昭

和
に
入
っ
て
も
続
い
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
昭
和
七
年
に
出
版
さ
れ

た
『
湘
蝸
観
音
籔
新
釈
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
著
者
で
あ
る
江
守
録
輔
氏

は
、
巻
頭
の
「
総
説
」
の
中
で
、
「
家
に
御
鐵
箱
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に

て
御
鐵
を
得
、
こ
の
書
に
引
合
は
せ
て
判
断
す
れ
ば
可
し
。
又
新
た
に
御

簸
箱
を
作
ら
う
と
す
る
に
は
次
の
図
の
や
う
に
す
る
一
」
と
。
」
と
し
て
、

本
稿
の
第
五
節
に
図
3
と
し
て
示
し
た
「
御
鐵
箱
之
図
」
と
同
様
の
図
を

掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

丙
注
】

↑
一
こ
の
漢
詩
が
記
さ
れ
た
御
鐵
は
、
現
在
で
も
、
寺
院
に
限
ら
ず
神
社
に
お
い
て
も

　
　
摘
か
れ
て
い
る
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
が
な
さ
れ
る
以
前
に
あ
っ
て
は
、
現
在
よ

　
　
り
も
更
に
多
く
の
神
社
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
一
『
中
国
の
霊
籔
・
薬
鐵
集
成
』
（
酒
井
忠
夫
・
今
芳
字
三
郎
・
音
元
昭
治
編
著
、
東

　
　
方
文
化
研
究
協
会
、
一
九
九
二
年
刊
一
所
収
。

一
3
）
『
仏
教
民
俗
学
犬
系
八
　
俗
信
と
仏
教
』
一
名
著
幽
版
、
一
九
九
二
年
刊
一
所
収
。

一
4
）
一
」
の
夢
の
お
告
げ
に
つ
い
て
は
、
宇
津
純
〕
兀
三
犬
師
と
お
み
く
じ
」
（
前
掲
一

　
　
の
中
で
、
そ
の
最
も
早
い
文
献
と
し
て
、
延
宝
七
一
ニ
ハ
七
九
一
年
に
胤
海
に

　
　
よ
っ
て
選
述
さ
れ
た
『
東
叡
山
寛
永
寺
元
三
大
師
縁
起
』
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ

　
　
て
い
る
。
一
」
の
夢
の
お
告
げ
に
関
し
て
は
、
元
三
大
師
御
鐵
本
に
あ
っ
て
は
、
享

　
　
保
⊥
－
九
一
一
七
三
四
一
年
刊
の
『
元
三
犬
師
百
籔
和
解
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て

　
　
い
る
。
『
元
三
犬
師
百
籔
和
解
』
は
、
武
州
仙
波
一
現
埼
玉
県
川
越
市
一
星
野
山

　
　
無
量
寿
寺
喜
多
院
の
第
三
十
五
世
忍
鎧
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
序
に
あ
た
る
〕
兀

　
　
三
犬
師
百
鐵
和
解
引
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
き
た

　
　
い
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
版
本
に
よ
り
、

　
　
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
漢
字
に
つ
い
て
は
常
用
漠
字
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

　
　
常
用
漠
字
を
用
い
た
。
以
降
の
引
用
に
際
し
て
の
漢
字
使
用
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
慈
眼
大
師
ノ
夢
二
見
タ
マ
フ
ハ
、
慈
慧
大
師
ノ
告
ア
リ
云
、
信
州
戸
隠
山
ノ
神

　
　
　
前
ニ
ア
ル
観
音
籔
ヲ
吾
像
ノ
前
二
安
シ
、
衆
人
ノ
願
望
ア
ル
モ
ノ
ハ
、
三
業
清

　
　
　
浄
ニ
シ
テ
抽
出
セ
ハ
、
吉
凶
禍
福
ヲ
シ
ラ
シ
メ
ン
ト
、
此
霊
夢
ヲ
得
テ
、
已

　
　
　
来
、
東
叡
山
ノ
両
犬
師
ノ
像
前
二
置
テ
、
人
人
吉
凶
ヲ
究
ル
ニ
、
其
霊
験
響
ノ

　
　
　
声
二
応
ズ
ル
ガ
如
ク
、
明
鏡
ノ
研
醜
ヲ
分
ツ
ニ
似
タ
リ

一
5
一
元
三
犬
師
御
鐵
本
の
調
査
に
際
し
て
は
、
多
く
の
所
蔵
機
関
か
ら
閲
覧
を
お
許
し

　
　
頂
く
と
と
も
に
、
谷
脇
理
史
氏
蔵
本
、
雲
英
末
雄
氏
蔵
本
、
月
本
雅
幸
氏
蔵
本
、

　
　
二
又
淳
氏
蔵
本
を
拝
覧
さ
せ
て
頂
い
た
。
中
で
も
二
又
氏
か
ら
は
氏
所
蔵
の
数
十

　
　
冊
に
お
よ
ぶ
元
三
犬
師
御
鐵
本
を
長
き
に
わ
た
り
全
て
お
貸
し
頂
く
と
い
う
恩

　
　
沢
に
あ
ず
か
っ
た
。

一
6
一
「
和
解
」
「
注
解
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
参
考
文

　
　
献
編
十
こ
解
題
（
前
掲
）
に
従
う
。
な
お
、
「
和
解
」
に
つ
い
て
は
「
わ
げ
」

　
　
と
読
み
仮
名
を
付
し
た
が
、
「
わ
か
い
」
と
読
ま
せ
て
い
る
元
三
犬
師
御
鐵
本
も
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あ
る
。

一
7
一
『
観
音
籔
註
解
』
一
柱
題
「
観
音
籔
註
」
一
は
、
元
三
犬
師
御
籔
本
の
申
に
あ
っ
て

　
　
は
、
『
天
竺
霊
籔
』
に
最
も
近
い
も
の
で
あ
り
、
訓
点
は
施
さ
れ
て
い
る
が
、
和

　
　
文
に
よ
る
記
述
は
全
く
無
い
。
し
た
が
っ
て
和
解
も
無
い
が
、
『
天
竺
霊
鐵
』
に

　
　
基
づ
く
「
解
」
と
「
標
解
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
天
竺
霊
籔
』
の
欠
遺
し
て
い

　
　
る
部
分
を
『
観
音
籔
註
解
』
に
よ
っ
て
補
い
、
一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
漢
詩
を
通

　
　
読
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
連
統
性
の
あ
る
部
分
が
数
箇
所
あ
り
一
ザ
」
の
こ
と
は

　
　
挿
絵
に
お
い
て
も
指
摘
す
る
一
」
と
が
で
き
る
一
、
『
天
竺
霊
鐵
』
が
一
つ
の
物
語
を

　
　
形
成
し
て
い
る
一
あ
る
い
は
幾
つ
か
の
物
語
が
複
合
さ
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
）

　
　
可
能
惟
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
だ
仮
説
の
穀
階
で
あ
り
、
具
体
的
な
検
証
に
つ
い

　
　
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
『
観
音
鐵
註
解
』
に
つ
い
て
は
、
東
京
大

　
　
学
総
含
図
書
館
所
蔵
の
元
禄
八
（
一
六
九
五
一
年
刊
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
8
一
東
海
学
園
犬
学
附
属
図
書
館
哲
誠
文
庫
所
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
9
一
前
田
金
五
郎
氏
所
蔵
の
版
本
を
底
本
と
し
た
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
参
考
文
献

　
　
編
十
こ
一
前
掲
一
所
収
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。

一
1
0
一
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
u
一
前
田
金
五
郎
氏
所
蔵
の
版
本
を
底
本
と
し
た
『
近
世
文
学
資
料
類
従
一
参
考
文
献

　
　
編
十
こ
一
前
掲
一
所
収
の
影
印
本
に
よ
っ
た
。

一
1
2
一
愛
知
県
立
犬
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
！
3
一
個
人
蔵
。

（
1
4
一
引
用
に
際
し
て
は
、
読
点
お
よ
び
濁
点
を
適
宜
補
っ
た
。

一
1
5
一
一
」
の
こ
と
に
つ
い
て
、
口
頭
発
表
と
し
て
は
、
日
本
思
想
史
学
会
二
〇
〇
〇
年
度

　
　
大
会
に
お
い
て
］
兀
三
大
師
御
鐵
注
解
考
」
と
題
し
て
報
告
を
行
な
っ
た
。

売
一
元
三
犬
師
御
籔
本
に
お
い
て
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
「
天
遺
」
へ
の
信
仰
で
あ

　
　
る
が
、
ザ
」
れ
ら
元
三
大
師
御
鍛
本
に
お
け
る
「
天
遺
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
信

　
　
仰
の
対
象
と
し
て
の
太
陽
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ザ
」
の
こ
と
に
つ
い
て

　
　
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
論
述
し
た
い
。

一
1
7
）
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
一
前
掲
一
、
中
村
公
一
『
一
番
犬
吉
1
ー
お
み

　
　
く
じ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
一
前
掲
）
参
照
。

一
1
8
一
京
都
犬
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
㎎
）
「
早
稲
田
大
学
所
蔵
含
巻
集
覧
稿
一
二
十
二
）
」
一
前
掲
）
参
照
。

（
2
0
一
東
北
犬
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
版
本
に
よ
っ
た
。

一
2
1
一
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
寛
延
二
年
利
の
版
本
に
基
づ
き
、
東
北
犬
学
附
属
図

　
　
書
館
所
蔵
の
天
保
二
年
刊
の
版
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
読

　
　
点
お
よ
び
濁
点
を
適
宜
補
っ
た
。

一
2
2
）
宇
津
純
〕
兀
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
一
前
掲
一
参
照
。

（
2
3
）
岩
手
県
の
天
台
寺
に
伝
わ
る
御
鐵
竹
に
は
五
言
四
句
の
漠
詩
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
一
」
と
に
つ
い
て
は
、
司
東
真
雄
「
天
台
寺
什
物
の
応
永
銘
『
観
音
簸
』
考
」

　
　
（
『
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
・
一
九
七
六
』
一
九
七
七
年
刊
　
所
収
一
、

　
　
宇
津
純
］
兀
三
犬
師
と
お
み
く
じ
」
一
前
掲
一
、
中
村
公
一
二
番
犬
吉
！
－
お
み

　
　
く
じ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
一
前
掲
一
が
詳
し
い
。

一
2
4
一
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」
一
前
掲
一
、
橘
本
萬
平
・
小
池
淳
一
編
『
寛
永

　
　
九
年
版
　
大
ざ
つ
し
よ
』
一
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
刹
一
参
照
。

（
2
5
一
嘉
永
三
一
一
八
五
〇
一
年
刊
『
百
鐵
』
。
個
人
蔵
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
一
基
盤
研
究
C
一
に
よ
る
破
究

　
　
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
平
成
十
二
年
度
筑
波
犬
学
国
語
国
文
学
会
で
の
発

　
　
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
発
表
当
日
、
清
登
典
子
先
生
よ
り
貴
重
な

　
　
御
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
稿
を
掲
載
し
て
頂
く
に
至
る
ま
で
の

　
　
間
、
稲
垣
泰
一
先
生
、
大
倉
浩
先
生
、
石
塚
修
先
生
よ
り
格
段
の
御
高
配
を

　
　
賜
り
ま
し
た
。
伏
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
本
稿
を
為
す
に
当
た
っ
て
は
、
各
分
野
の
研
究
者
の
方
々
か
ら
多
く

　
　
の
御
示
唆
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
特
に
二
又
淳
氏
か
ら
は
多
く
の
資
料
、
惰
報

　
　
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
お
お
の
　
い
ず
る

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
）
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